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今月の表紙

渡良瀬遊水地でのパラセーリング

広報紙をスマホに配信します

５
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新型コロナウイルス感染症

感染症法の５類へ
　令和５年５月８日から感染症法に基づく新型コロナウイルスの位置づけが「５類感染症」に引き下げられること
が予定されています。５類移行後は、陽性となったかたに外出制限を求めない、幅広い医療機関での入院・治療が
可能になるなど対応が変わります。
　しかし、ウイルスの感染力や重症化リスクが変わったわけではありません。感染予防や適切な受診・療養に引き
続き努め、感染してしまったときのために日用品などを準備しておきましょう

今まで ５月８日以降

分類 ２類相当
（結核、ＳＡＲＳなど）

５類感染症
（季節性インフルエンザなど）

行動制限 あり
（法に基づく協力要請）

なし
（警戒レベルの判断・イベントの制限などがなくな
ります）

医療提供体制 発熱外来や指定医療機関 原則全ての医療機関へ段階的に移行
医療費負担 全額公費 原則自己負担あり
感染者数 全数把握 指定医療機関のみ報告（週1回発表）

感染者の
外出自粛要請

あり
（感染者は７日間、濃厚接触者は５日間）

なし（学校は出席停止期間あり）
※発症後５日間を経過し、かつ、症状軽快から24時間
経過するまでの間は自宅療養が推奨されます。10日間
が経過するまでは、マスク着用・ハイリスク者との接
触を控えるなどの配慮をお願いします。
※濃厚接触者の外出自粛は求められません。

発熱やせきなどの症状が
あり受診したい

　かかりつけ医や身近な医療機関を受診してください。受診する際は事前に医療機関へ連絡し、
受診時はマスクを着用しましょう。かかりつけ医がないかたや受診先が見つからないかたは、
下記へご相談ください。
群馬県受診・相談コールセンター（24時間）　 ０５７０－０８２－８２０

陽性と診断された
自己検査で陽性となった

　感染症法に基づく一定期間の自宅療養（外出自粛）要請はなくなります。国は発症後５日
を経過し、かつ症状軽快から24時間経過するまで外出を控えることを勧めています。通院や
食料品の買い出しなどでやむを得ず外出する時は、人混みを避け、マスクを着用しましょう。
（宿泊療養施設、自宅療養者フォローアップセンターの健康観察、療養証明証の発行は廃止さ
れます）

検査費・医療費は？

今まで ５月８日以降

検査 自己負担分を公費支援 自己負担あり

外来診療 自己負担分を公費支援
（初診料など一部を除く）

自己負担あり
※当面、９月末まで新型コロナ抗ウイ
ルス薬の費用は公費支援を継続

入院治療費 自己負担分を公費支援
自己負担あり
※当面、９月末まで高額療養費の自己
負担額から２万円が減額されます

Ｑ＆Ａ　５類移行後はどうなるの？　

５月～８月 ９月（予定）～

初回接種
完了者

令和５年春開始接種
【対象者】次のいずれかに該当するかた
○65歳以上のかた
○64歳以下で基礎疾患を有するかた
○医療従事者・高齢者施設などの従事者
【使用ワクチン】
オミクロン株対応２価ワクチン

令和５年秋開始接種
【対象者】
○５歳以上の全てのかた
【使用ワクチン】
検討中

未接種者 板倉町ワクチン専用ダイヤルにご相談ください　【使用ワクチン】　ノババックス

令和５年度のワクチン接種について
　特例臨時接種の期限が、令和６年３月31日まで延長され、引き続き自己負担なし（公費負担）で接種を受けること
ができます。町では、今年度の接種を以下のとおり予定しています。

マスクの着用について
　マスクの着用は個人の判断
となりますが、右の場面では
マスクの着用が効果的であり、
推奨されています。

医療機関を受診 医療機関・　　　
高齢者施設を訪問 混雑時の電車・バス

重症化リスクの高い人が混雑したところに行く

基礎疾患のあるかた

対象者 申込み・予約

65歳以上

64歳以下で基礎
疾患を有する

医療従事者
高齢者施設等従
事者

オミクロン株対応２価ワク
チン（令和４年秋開始接種）
を接種したかたに接種券を
発送します

町接種会場で接種したかた
接種日を指定し、接種券を送付します。日程

変更や接種を希望しない場合は、必ずご連絡

ください。

上記以外のかた
町接種会場での接種を希望するかたは、ワク

チン専用ダイヤルなどでご予約ください。

接種を希望するかたは、申込みにより接種券を発送します。

接種券の送付について（ワクチン接種は当面公費負担です）

電話
ワクチン専用ダイヤル
（平日午前９時～午後５時）
０２７６－５５－８２７０

メール
右の二次元コードを読み取
り、必要事項を入力して送
信してください

基礎疾患を
有するかた

医療従事者等

※令和４年秋開始接種を受けていないかたは、お手元の接種券をご利用できます。

　接種を希望する場合、ワクチン専用ダイヤルなどでご予約ください。
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「
春
の
揚
舟
　

谷
田
川
め
ぐ

り
」
を
実
施
し
ま
す
。
船
頭
が

一
本
の
竹
ざ
お
を
使
い
、
揚
舟

を
鮮
や
か
に
操
船
し
な
が
ら
谷

田
川
を
周
遊
し
ま
す
。
揚
舟
の

上
か
ら
心
休
ま
る
景
色
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

運
航
日
　

５
月
４
日
㈭
～
６
月

25
日
㈰
の
土
曜
、
日
曜
、
祝
日

運
航
場
所
　

群
馬
の
水
郷

乗
船
料
金
　

大
人
（
中
学
生
以

上
）
　

一
人
　

１
，０
０
０
円

小
人
（
小
学
生
以
下
）
　

一
人

５
０
０
円

出
航
時
間
　

９
時
、10
時
、11
時
、

12
時
、
13
時
、
14
時
、
15
時
の

１
日
７
便

乗
船
時
間
　

約
40
分
間

※
当
日
、
会
場
で
の
受
付
に
な

り
ま
す
。
出
航
時
間
の
15
分
前

ま
で
に
乗
船
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
天
候
や
河
川

の
状
況
に
よ
り
、
運
休
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　

商
工
観
光
係

82
－

６
１
３
９

春
の
揚
舟

谷
田
川
め
ぐ
り

 気をつけたい感染症シリーズ14
溶連菌（Ａ群溶血性連鎖球菌）による咽頭炎

　２～５日の潜伏期をおいて、突然の咽頭痛、全

身倦
けん

怠
たい

感、発熱で始まり、しばしば嘔
おう

吐
と

を伴いま

す。発疹や苺
いちご

舌がみられたり、気管支炎を起こす

こともあり、時にリウマチ熱、急性糸
し

球
きゅう

体
たい

腎炎な

どを起こすことがあります。

　特に冬と春がピークで、かかる人の多くは５歳

以下の子どもですが、免疫力が低下すると、大人

がかかるケースも少なくありません。

　治療には抗菌薬を10日間確実に飲むことが重要

です。感染経路としては、主に唾液や鼻汁を介し

た飛沫感染および接触感染と考えられており、予

防には手洗いが有効です。

問合せ　保健センター　 ８２－３７５７

　

柏
か
し
わ
ざ
き崎

祐ゆ
う

子こ

さ
ん（
大
字
板
倉
）、

須す

藤ど
う

一か
ず

洋ひ
ろ

さ
ん（
大
字
海
老
瀬
）が
、

新
た
に
広
報
編
集
委
員
を
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
年
間
活
躍
さ
れ
た
小こ

林ば
や
し

登の
ぼ
るさ

ん（
大
字
海
老
瀬
）、
鈴す

ず

木き

新し
ん

一い
ち

さ
ん（
大
字
板
倉
）
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

広
報
編
集
委
員
は
、
町
民
目
線

で
広
報
な
ど
に
意
見
を
い
た
だ
く

ほ
か
、フ
ェ
イ
ス（
人
物
紹
介
コ
ー

ナ
ー
）で
町
内
外
で
活
躍
す
る
か

た
を
紹
介
す
る
原
稿
の
執
筆
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

情
報
広
報
係

82

－

６
１
２
４

広
報
編
集
委
員

新
た
に
２
人
の
委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た

令
和
６
年
４
月
１
日
採
用

◆
募
集
職
種　

一
般
事
務
職

事
務　
　
　
　
　

若
干
名

保
健
師　
　
　
　

若
干
名

社
会
福
祉
士　
　

若
干
名

◆
受
験
資
格

共
通　

平
成
７
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
、
学
校
教
育
法
に
よ
る

大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒

業
、
ま
た
は
令
和
６
年
３
月
31
日

ま
で
に
卒
業
見
込
み

保
健
師　

保
健
師
免
許
を
有
し
て

い
る
、
ま
た
は
令
和
６
年
３
月
31

日
ま
で
に
取
得
見
込
み

社
会
福
祉
士　

社
会
福
祉
士
資
格

を
有
し
て
い
る
、
ま
た
は
令
和
６

年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み

※
町
内
在
住
、
出
身
な
ど
の
条
件

を
満
た
す
人
は
、
第
一
次
試
験
に

加
点
し
ま
す
。
詳
細
は
募
集
要
項

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
第
一
次
試
験

期
日　

７
月
９
日
㈰

会
場　

板
倉
町
役
場

◆
試
験
内
容

適
性
検
査
・
大
学
卒
業
程
度
の
教

養
試
験
・
作
文

◆
受
験
提
出
書
類

○
採
用
試
験
申
込
書
（
申
込
書
は

役
場
で
配
布
す
る
ほ
か
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

○
大
学
な
ど
の
卒
業
証
明
書
（
ま

た
は
卒
業
見
込
証
明
書
）

○
大
学
な
ど
の
成
績
証
明
書

◆
受
付
期
間　

５
月
９
日
㈫
〜
６

月
９
日
㈮（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

◆
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

問
合
せ　

秘
書
人
事
係

82

－

６
１
２
１

板
倉
町
職
員
採
用
試
験

町
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

４
月
１
日
付
け
で
永な

が

島し
ま

広ひ
ろ

志し

さ

ん（
大
字
細
谷
）が
新
た
に
交
通
指

導
員
を
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た

り
町
の
交
通
安
全
に
尽
力
さ
れ
た

川か
わ

邉べ

庄し
ょ
う

市い
ち

さ
ん
（
大
字
細
谷
）
に

は
、
町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、
荻お

ぎ

野の

明み
ょ
う

二じ

さ
ん（
大
字

板
倉
）、
小こ

室む
ろ

義よ
し

明あ
き

さ
ん（
大
字
西

岡
）が
、
同
日
付
け
で
再
任
の
委

嘱
を
さ
れ
ま
し
た
。

問
合
せ　

安
全
安
心
係

82

－

６
１
２
３

永島広志さん

交
通
指
導
員

永
島
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

下し
も

山や
ま

弥や

千ち

代よ

さ
ん
が
総
務
大
臣

か
ら
行
政
相
談
委
員
を
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
行
政
に
関
す
る
相
談
や

苦
情
を
受
け
付
け
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
行
政
と
の
橋
渡
し
と
な
っ
て

く
れ
ま
す
。

　

行
政
相
談
は
毎
月
相
談
所
を
開

設
し
、
日
程
は
定
例
相
談
コ
ー

ナ
ー
（
20
ペ
ー
ジ
）
と
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
相
談
者
の
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

問
合
せ　

戸
籍
年
金
係

82

－

６
１
３
１

○
行
政
苦
情
１
１
０
番

０
５
７
０

－

０
９
０
１
１
０

行
政
相
談
委
員

下
山
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

下山弥千代さん

　

録
音
機
能
付
き
電
話
で

　

特
殊
詐
欺
を
撃
退

　

自
動
応
答
や
通
話
自
動
録

音
機
能
を
備
え
た
電
話
機
や
、

電
話
線
と
電
話
機
の
間
に
接

続
し
て
録
音
機
能
を
有
す
る

機
器
の
購
入
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
　

世
帯
全
員
が
町
税
な

ど
の
滞
納
が
な
く
、
町
内
に

住
民
登
録
が
あ
り
実
際
に
居

住
し
て
い
る
65
歳
以
上
の
か
た

※
１
世
帯
に
つ
き
１
台
限
り

補
助
金
額

　

購
入
費
用
の
２
分
の
１
以
内
、

た
だ
し
上
限
金
額
６
，０
０
０

円
で
千
円
未
満
切
り
捨
て

申
請
方
法

　

購
入
し
た
日
か
ら
１
年
以

内
に
左
記
の
も
の
を
そ
ろ
え

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
書

○
領
収
書

○
機
能
が
確
認
で
き
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
ま
た
は
取
扱
説
明
書

※
申
請
書
は
、
安
全
安
心
係

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ
　

安
全
安
心
係
　

82

－

６
１
２
３

熱
中
症
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

室
内
で
も
熱
中
症
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

適
度
に
エ
ア
コ
ン
を
使
い
、
水
分
と
塩
分
の

補
給
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
始

ま
り
ま
す
。

期
間　

５
月
11
日
㈭
〜
20
日
㈯

運
動
重
点

○
こ
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行
者

の
安
全
の
確
保

○
横
断
歩
行
者
事
故
等
の
防
止
と

安
全
運
転
意
識
の
向
上

○
自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と

交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底

問
合
せ　

安
全
安
心
係

82

－

６
１
２
３

交
通
安
全

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

氏名 得票数 当落
小野田富康 1,020 当選
亀井伝吉 724 当選
青木秀夫 618.855 当選
延山宗一 591 当選
森田義昭 574 当選

藪之本佳奈子 527 当選
小林武雄 517 当選
市川初江 487 当選
荒井英世 354 当選
須藤　稔 350 当選
尾澤将樹 334 当選
青木文雄 248.144 当選
近藤誠士 49 落選
無効票 100

新しい町議会議員が決定（定数12人）
　任期満了に伴う板倉町議会議員選挙が４月23日に行わ
れました。その投開票結果をお知らせします。
投票総数　6,494票　　投票率　55.82％

問合せ　選挙管理委員会　 ８２－６１２２

得票順
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【広告】 【広告】【広告】【広告】

教
室
や
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
ま
た
は
内
容
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

歌
唱
や
楽
器
の
演
奏
を
行
い
ま

す
。
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
、音
楽
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時 

５
月
23
日
㈫　

午
前
10
時

30
分
〜
正
午

場
所　

南
部
公
民
館
２
階
講
堂

講
師　

ド
レ
ミ
㈱　

猪
之
良
音
楽

療
法
士

募
集
人
数　

15
人
（
定
員
に
達
し

次
第
、
締
め
切
り
ま
す
）

受
付
開
始　

５
月
16
日
㈫　

午
前

８
時
30
分

申
込
み
・
問
合
せ　

介
護
高
齢
係

82

－
６
１
３
５

　

介
護
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
に

福
祉
・
介
護
な
ど
の
専
門
職
が
出

張
し
て
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

北
部
公
民
館　

６
月
２
日
、
９
月

１
日
、
令
和
６
年
１
月
５
日

南
部
公
民
館　

７
月
７
日
、
10
月

６
日
、
令
和
６
年
２
月
２
日

東
部
公
民
館　

８
月
４
日
、
12
月

１
日
、
令
和
６
年
３
月
１
日

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

相
談
員　

つ
つ
じ
メ
ン
タ
ル
ホ
ス

ピ
タ
ル
認
知
症
専
門
相
談
員
、
行

政
書
士
ま
た
は
社
会
保
険
労
務
士
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

※
予
約
は
不
要
で
す
。
公
民
館
に

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
、
１
回
当
た
り
30
分
以

内
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

介
護
高
齢
係

82

－

６
１
３
５

　

６
月
４
日
〜
10
日
は
「
歯
と
口

の
健
康
週
間
」
で
す
。
館
林
邑
楽

歯
科
医
師
会
で
は
、
無
料
フ
ッ
素

塗
布
・
無
料
歯
科
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時　

６
月
４
日
㈰　

午
前
９
時

〜
正
午

場
所　

館
林
邑
楽
歯
科
保
健
医
療

セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

館
林
邑
楽
歯
科
医
師
会

73

－

８
８
１
８

　

手
話
は
耳
が
不
自
由
な
人
た
ち

が
使
う
、
目
で
見
る
言
葉
、
手
で

語
る
言
葉
で
す
。
手
話
で
楽
し
く

会
話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

入
門
編　

手
話
に
興
味
の
あ
る
か

た基
礎
編　

入
門
編
を
修
了
し
、
手

話
奉
仕
員
を
目
指
す
か
た
（
再
受

講
可
）

日
時　

６
月
７
日
㈬
〜
11
月
29
日

㈬　

毎
週
水
曜
日　

午
後
７
時
〜

９
時

※
８
月
16
日
㈬
を
除
く
全
25
回

場
所　

館
林
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
館
林
市
苗
木
町
２
４
５
２

－
１
）

参
加
費　

無
料
。
た
だ
し
、
テ
キ

ス
ト
代（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
）
３
，３
０
０

円
（
税
込
み
）
は
実
費
負
担

対
象　

町
内
在
住
・
在
勤
の
か
た

で
、
全
日
程
に
参
加
で
き
る
か
た

定
員　

入
門
編　

25
人

　
　
　

基
礎
編　

20
人

※
い
ず
れ
も
先
着
順

申
込
期
限　

５
月
26
日
㈮

申
込
み
・
問
合
せ　

板
倉
町
社
会

福
祉
協
議
会

82

－

３
９
０
０

　
「
食
事
処
季
楽
里
」
が
ラ
ー
メ

ン
店
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。

　

板
倉
町
農
産
物
直
売
所
「
健
康

の
郷　

季
楽
里
」
地
域
食
材
提
供

施
設
等
の
指
定
管
理
者
の
公
募
に

よ
り
選
定
さ
れ
た
ウ
ム
・
ヴ
ェ
ル

ト
㈱
が
、
ラ
ー
メ
ン
店
「
麺
屋
ね

ぎ
と
ん
」
を
開
店
し
ま
す
。

開
店
日
時　

５
月
３
日
㈷　

午
前

11
時
（
５
月
３
日
㈷
〜
７
日
㈰
は

オ
ー
プ
ン
記
念
特
別
価
格
）

麺
屋
ね
ぎ
と
ん

56

－

９
８
５
３

問
合
せ　

農
業
振
興
係

82

－

６
１
３
７

教
室
や
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
ま
た
は
内
容
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

健　
　

康

健　
　

康

健
康
の
鉄
人
教
室
２

春
の
音
楽
療
法
教
室

無
料
フ
ッ
素
塗
布

無
料
歯
科
相
談

介
護
で
お
困
り
の
か
た
を
応
援

出
張
あ
ん
し
ん
介
護
相
談
会

手
話
で
話
そ
う

手
話
奉
仕
員
養
成
講
習
会

く　

ら　

し

く　

ら　

し

「
健
康
の
郷 

季
楽
里
」
内
に

オ
ー
プ
ン　

麺
屋
ね
ぎ
と
ん

【課長・局長職】
▽総務課長 小林桂樹(教育委員会事務局長)　▽税務課長 栗原正明（健康介護課保険医療係長）〈昇任〉　▽会計管
理者兼会計課長 石川由利子(教育委員会事務局生涯学習係長)〈昇任〉　▽住民環境課長 佐山秀喜（産業振興課農
業振興係長）〈昇任〉　▽福祉課長 新井智（総務課秘書人事係長）〈昇任〉　▽教育委員会事務局長 小野寺雅明（福祉
課長）
【係長職】
▽総務課秘書人事係長 飯塚哲也（総務課情報広報係長）　▽総務課情報広報係長  岡島宏之(税務課住民税係長)　
▽企画財政課企画調整係長  鈴木貴宏(税務課資産税係長)　▽税務課住民税係長  川島美幸（税務課収税係）〈昇任〉
▽税務課資産税係長 落合聡(税務課資産税係)〈昇任〉　▽住民環境課戸籍年金係 長谷見留巳(教育委員会事務局総
務学校係)〈昇任〉　▽福祉課板倉保育園長 柏崎弘美（福祉課北保育園長）　▽福祉課北保育園長 荻野百合江(福祉
課北保育園)〈昇任〉　▽福祉課児童館長 青木小百合(教育委員会事務局東部公民館長)　▽健康介護課保険医療係
長 舘野雅英（企画財政課企画調整係長）　▽産業振興課農業振興係長兼農業委員会事務局農業振興係長 栗原孝典
（産業振興課農村整備係）〈昇任〉　▽教育委員会事務局生涯学習係長兼中央公民館長 江田貴子（福祉課児童館長）
▽教育委員会事務局東部公民館長兼わたらせ自然館長 斉藤康裕（住民環境課戸籍年金係長）
【一般職】
▽総務課付 坂井莉奈（産業振興課農業振興係）　▽総務課付 委文友美（福祉課子育て支援係）　▽総務課秘書人事
係 葭葉万理子（教育委員会事務局生涯学習係）　▽総務課安全安心係 五十嵐倭（都市建設課建設係）　▽税務課資
産税係 宇治川邦弘(産業振興課商工観光係)　▽福祉課板倉保育園 太刀岡早苗（福祉課北保育園）　▽福祉課北保
育園 瀬山るみ子（福祉課板倉保育園）　▽健康介護課介護高齢係 栗原加奈子（総務課付）　▽健康介護課保険医療
係 力丸和徳（健康介護課介護高齢係）　▽健康介護課保険医療係 林利起（都市建設課計画管理係）　▽産業振興課
農村整備係 小林悠馬（総務課秘書人事係）　▽産業振興課商工観光係兼商工誘致推進室 村松祐毅（総務課情報広
報係）　▽教育委員会事務局総務学校係 小暮義人（税務課住民税係）
【派遣】
▽群馬県人事交流派遣 山岸俊一（総務課安全安心係）
【新採用】
▽総務課情報広報係 細谷和真　▽税務課住民税係 民谷浩樹　▽福祉課社会福祉係 石川奈津美　▽健康介護課健康
推進係 前澤亜美
【再任用】
▽総務課秘書人事係 中島光男　▽総務課行政庶務係 根岸光男(任期更新)　▽税務課資産税係 落合均（任期更新）
▽税務課収税係 丸山英幸　▽都市建設課建設係 高瀬利之　▽教育委員会事務局総務学校係 多田孝（任期更新）　
▽教育委員会事務局生涯学習係 川田亨　▽教育委員会事務局スポーツ振興係 橋本宏海（任期更新）
【退職】３月３１日付(前職)
▽峯崎浩(総務課長)　▽高瀬利之(税務課長)　▽丸山英幸(会計課長)　▽川田亨（住民環境課長）　▽根岸久美子
(福祉課板倉保育園長)　▽中島光男(総務課秘書人事係)　▽小島順子(教育委員会事務局生涯学習係)　▽深澤奈
緒子（健康介護課保険医療係）

役場職員人事異動
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固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
を

５
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
税
額

の
基
礎
と
な
る
資
産
（
土
地
・
家

屋
）
の
課
税
明
細
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
確
認
の
う
え
各
納

期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
次
の
場
合
に
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

○
明
細
書
と
現
状
が
異
な
る
場
合

○
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合

○
住
宅
や
土
地
の
利
用
状
況
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合

○
１
月
１
日
現
在
、
町
内
に
土

地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有
し

て
い
て
、
５
月
20
日
頃
ま
で
に
納

税
通
知
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合

問
合
せ　

資
産
税
係

82

－

６
１
２
８

　

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の
納
税

通
知
書
を
５
月
上
旬
に
郵
送
し
ま

す
。納
期
限
は
、５
月
31
日
㈬
で
す
。

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
を
基
準
に
そ
の
年
の
４
月
か
ら

翌
年
の
３
月
分
ま
で
の
１
年
間
分

を
納
め
る
税
金
で
す
。

　

年
度
の
途
中
で
軽
自
動
車
を
取

得
し
た
場
合
は
翌
年
度
か
ら
課
税

さ
れ
、
ま
た
、
年
度
の
途
中
で
廃

車
に
し
た
場
合
は
翌
年
度
か
ら
課

税
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
が
、
普
通

車
の
よ
う
に
月
割
に
よ
る
課
税
や

還
付
の
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

減
免　

身
体
障
害
者
・
知
的
障
害

者
・
精
神
障
害
者
ま
た
は
戦
傷
病

者
で
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合

や
、
車
い
す
の
昇
降
装
置
と
固
定

装
置
の
両
方
が
装
備
さ
れ
て
い
る

場
合
な
ど
は
、
申
請
に
よ
り
軽
自

動
車
税
が
減
免
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
軽
自
動
車
税
の
納
税
通

知
書
が
届
い
た
ら
、
５
月
31
日
㈬

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

住
民
税
係　

82

－

６
１
２
７

　

農
耕
作
業
用
の
小
型
特
殊
自
動

車
（
ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
、

田
植
機
な
ど
で
乗
用
装
置
の
あ
る

も
の
）
は
、
公
道
走
行
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、所
有
し
て
い
れ
ば
、

登
録
お
よ
び
納
税
を
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。

　

新
し
く
取
得
し
た
も
の
だ
け
で

は
な
く
、
現
在
お
持
ち
の
農
耕
作

業
用
の
小
型
特
殊
自
動
車
で
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
な
い
も
の
は
、

早
め
に
住
民
税
係
で
ナ
ン
バ
ー
の

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
に
必
要
な
も
の

　

車
名（
メ
ー
カ
ー
名
）、車
台
番

号
、排
気
量
ま
た
は
馬
力
（
ｐ
ｓ
）

が
わ
か
る
も
の
、
譲
渡
証
明
書
ま

た
は
販
売
証
明
書

問
合
せ　

住
民
税
係　

82

－

６
１
２
７

　

群
馬
県
の
自
動
車
税
は
、
役
場

で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

納
め
ら
れ
た
税
額
の
２
％
に
相
当

す
る
額
が
、
手
数
料
と
し
て
県
か

ら
町
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、
約
１
，６
９

７
万
円
を
役
場
窓
口
で
納
め
て
い

た
だ
き
、
群
馬
県
か
ら
約
34
万
円

の
交
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31

日
㈬
で
す
。
財
源
確
保
の
た
め
役

場
窓
口
で
の
納
税
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
毎
週
水
曜
日
は
午
後
７
時
15
分

ま
で
窓
口
延
長
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

収
税
係

82

－

６
１
２
９

　

町
の
税
金
に
つ
い
て
、
新
し
い

納
税
方
法
が
加
わ
り
ま
し
た
。
納

付
書
表
面
に
印
刷
さ
れ
た
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、「
地
方
税
お

支
払
サ
イ
ト
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
、
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
対

応
の
決
済
ア
プ
リ
を
使
用
し
て
、

ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
納
税
が
で
き
ま
す
。

　

納
税
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
税

は
、
町
県
民
税
（
普
通
徴
収
）、

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
（
種

別
割
）、
国
民
健
康
保
険
税
（
普

通
徴
収
）
の
４
種
の
税
目
で
す
。

問
合
せ　

収
税
係

82

－

６
１
２
９

　

町
で
は
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
・
デ

ザ
イ
ナ
ー
（
結
婚
世
話
役
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）が
、結
婚
を
望
む
か
た
の

サ
ポ
ー
ト
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
・
デ

ザ
イ
ナ
ー
が
把
握
し
て
い
る
結
婚

希
望
者
と
、
お
見
合
い
を
希
望
す

る
か
た
を
募
集
し
ま
す
。

　

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
・
デ
ザ
イ
ナ
ー

教
室
や
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
ま
た
は
内
容
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

く　

ら　

し

く　

ら　

し

固
定
資
産
税

納
税
の
お
知
ら
せ

自
動
車
税
（
種
別
割
）
は

役
場
窓
口
で
納
付
で
き
ま
す

　

10
月
か
ら
開
始
す
る
消
費
税

の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
概
要
や

基
本
的
な
し
く
み
に
つ
い
て
、

事
業
者
向
け
の
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

ま
た
、
登
録
す
る
か
お
悩
み

の
免
税
事
業
者
を
対
象
に
、
登

録
の
考
え
方
や
必
要
な
情
報
な

ど
を
個
別
に
案
内
す
る
「
登
録

要
否
相
談
会
（
事
前
予
約
制
）」

を
各
説
明
会
後
に
開
催
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

５
月
16
日
㈫

①
午
前
９
時
15
分
〜
10
時

②
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
15
分

６
月
15
日
㈭

①
午
前
９
時
15
分
〜
10
時

②
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
15
分

場
所　

館
林
税
務
署　

３
階
会

議
室

定
員　

各
回
30
人
（
事
前
予
約

制
、
先
着
順
）

問
合
せ　

館
林
税
務
署　

個
人

課
税
第
一
部
門
ま
た
は
法
人
課

税
第
一
部
門

72
－

４
３
７
３

地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で

納
税
で
き
ま
す

館
林
税
務
署

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

が
あ
な
た
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
確

認
し
、
お
見
合
い
の
お
相
手
が
決

ま
り
次
第
、
ご
連
絡
し
ま
す
。

応
募
資
格

〇
東
毛
地
区
に
在
住
も
し
く
は
在

勤
で
25
〜
45
歳
の
独
身
の
か
た

〇
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
・
デ
ザ
イ
ナ
ー

お
よ
び
結
婚
希
望
者
へ
、
自
身
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
ご
提
供
い
た
だ

け
る
か
た

申
込
期
限　

７
月
31
日
㈪

応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
う
え
、
企
画
調
整

係
あ
て
に
郵
送
や
電
子
メ
ー
ル
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
は
、
企
画
調
整
係
で

配
布
し
て
い
ま
す
。ま
た
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

問
合
せ　

企
画
調
整
係

82

－

６
１
２
５

k-kikaku@
tow
n.itakura.

gunm
a.jp

　

町
の
未
来
の
た
め
、
男
女
の
赤

い
糸
を
た
ぐ
り
寄
せ
る
お
手
伝
い

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
・
デ
ザ
イ
ナ
ー

（
結
婚
世
話
役
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

に
登
録
し
て
、
結
婚
を
望
む
か
た

へ
の
支
援
を
し
て
い
た
だ
け
る
か

た
を
募
集
し
ま
す
。

主
な
活
動

　

昔
な
が
ら
の
「
仲
人
さ
ん
」
の

よ
う
に
、
結
婚
を
切
望
し
て
い
る

独
身
者
に
お
相
手
を
紹
介
し
、
お

付
き
合
い
の
き
っ
か
け
作
り
か
ら

結
婚
ま
で
の
、
良
き
相
談
相
手
に

な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
資
格

○
20
歳
以
上
で
、真
剣
に
「
仲
人
」

を
務
め
て
い
た
だ
け
る
か
た

○
活
動
上
知
り
得
た
個
人
情
報
を

他
に
漏
ら
さ
な
い
か
た

○
仲
人
活
動
を
業
と
し
て
行
っ
て

い
な
い
か
た

応
募
方
法　

登
録
用
紙
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
う
え
、
企
画
調
整

係
あ
て
に
郵
送
や
電
子
メ
ー
ル
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

登
録
用
紙
は
、
企
画
調
整
係
で

配
布
し
て
い
ま
す
。ま
た
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

問
合
せ　

企
画
調
整
係

82

－

６
１
２
５

k-kikaku@
tow
n.itakura.

gunm
a.jp

資源ごみの集団回収

問合せ　環境下水道係　　 ８２－６１３２

■集団回収を実施しませんか
　集団回収は、町民の皆さんで構成する町内の団体
（行政区、子ども会、育成会、老人会など営利を目的とし
ない団体）が、家庭から出された古紙などを回収する
事業です。町では、ごみの減量化と再資源化を図るた
め、回収量に応じて各団体に助成金を交付しています。
団体のメリット
　町からの助成金を活動費に充てられるほか、地域コ
ミュニティが活性化されます。
町のメリット
　ごみとして排出される予定だったものを、各団体が
回収してくれることで、ごみ処理費用の削減につなが
ります。

■対象となる資源ごみと助成金額
○古紙類 → ５円／kg
※古紙類の例　新聞、雑誌、段ボール、牛乳パック
○アルミ類 → 20円／kg　○ビン類 → ５円／本
【注意】家庭から出されたものが対象です。
※ごみステーションに出されたものや商店など業務用
として集められたものは対象外です。
■町の公用車（軽トラック）貸し出します
資源回収を実施する団体に、軽トラックを貸し出しま
す。希望する場合は、事前にご連絡ください。（ただし、
公務による使用のないとき）

【広告】

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）

納
税
の
お
知
ら
せ

ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
は

ナ
ン
バ
ー
登
録
が
必
要
で
す

お
見
合
い
希
望
者
を

募
集
し
ま
す

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
デ
ザ
イ
ナ
ー

結
婚
世
話
役
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

みんなの人権１１０番

００３０５７０ １１０--
子どもの人権１１０番（通話料無料）

女性の人権１１０番

０７００５７０ ８１０--

００７０１２０ １１０--

ひとりで悩まずご相談ください～人権相談～ひとりで悩まずご相談ください～人権相談～
窓口相談を希望のかた（予約制） ８２－６１３１（戸籍年金係）

秘密は厳守します。
電話相談を希望のかた

（平日午前８時30分～午後５時15分）

水道の手続き、水道の漏水や濁り、工事の申込み、
各種証明など水道に関する問合せは

群馬東部水道企業団館林支所
０２７６－８０－３２０１

※ 休日・夜間の場合は、自動音声ガイダンスに切り替わります。
切り替わるまで電話を切らず、アナウンスに従って用件をお
伝えください。

○ 板倉営業所（役場窓口）は、館林支所に統合されました。



（11） （10）Ｒ５．５．１

　

県
で
は
、
国
が
創
設
し
た
「
電

力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰

重
点
支
援
地
方
交
付
金
」
を
活
用

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
の
影

響
緩
和
と
脱
炭
素
化
の
取
り
組
み

を
後
押
し
す
る
た
め
、
太
陽
光
発

電
設
備
や
蓄
電
池
を
導
入
す
る
際

の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者　

県
内
の
事
業
所
ま
た
は

住
宅
に
太
陽
光
発
電
設
備
や
蓄
電

池
を
導
入
し
次
に
該
当
す
る
か
た

購
入
の
場
合

中
小
企
業
者
な
ど
、
個
人

Ｐ
Ｐ
Ａ
ま
た
は
リ
ー
ス
契
約
の
場
合

Ｐ
Ｐ
Ａ（
※
電
力
販
売
契
約
）ま
た

は
リ
ー
ス
契
約
事
業
者
（
共
同
申

請
者　

中
小
企
業
者
な
ど
、個
人
）

申
請
期
限　

６
月
30
日
㈮

提
出
方
法

○
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
記
載
の
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
フ
ォ
ー
ム

○
郵
送　

〒
３
７
１

－

０
８
０
５

前
橋
市
南
町
３

－

９

－

５
大
同
生

命
前
橋
ビ
ル
７
階

ぐ
ん
ま
再
エ
ネ
補
助
金
事
務
局

問
合
せ　

ぐ
ん
ま
再
エ
ネ
補
助
金

事
務
局

０
５
０

－

６
８
８
２

－

５
７
５
１

　

町
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
普
及
促
進
し
、
魅
力

あ
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、

町
民
が
自
ら
企
画
し
、
実
施
す
る

公
共
性
の
あ
る
事
業
に
対
し
て
、

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

募
集
団
体

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
団

体
が
対
象
で
す
。
た
だ
し
、宗
教
、

政
治
ま
た
は
営
利
活
動
を
目
的
と

す
る
団
体
や
、
設
立
趣
旨
、
活
動

内
容
か
ら
補
助
の
対
象
と
し
て
不

適
当
と
認
め
ら
れ
る
団
体
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
町
内
の
住
民
自
治
組
織 

▼
町
内
に
事
務
所
を
置
く
特
定
非

営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

▼
町
内
に
本
拠
を
置
く
住
民
団
体

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
各
種
団

体
な
ど
）

対
象
事
業

○
町
内
に
お
け
る
地
域
課
題
の
解

決
を
促
進
し
、
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
事
業 

○
公
共
性
の
あ
る
事
業 

○
住
民
の
労
力
提
供
な
ど
が
あ
る

事
業 

○
他
の
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い

事
業 

○
年
度
内
に
実
績
報
告
書
を
提
出

で
き
る
事
業 

○
他
の
法
律
、
条
例
な
ど
に
反
し

な
い
事
業 

※
他
に
委
託
す
る
だ
け
の
事
業
や

単
に
物
を
買
う
だ
け
の
事
業
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
額

　

事
業
に
直
接
必
要
と
な
る
経
費

の
範
囲
内
で
、
30
万
円
を
限
度
と

し
ま
す
。

事
業
対
象
期
間　

４
月
１
日
〜
令

和
６
年
３
月
31
日
ま
で
の
期
間
に

行
わ
れ
る
事
業

募
集
期
間　

随
時
募
集

申
込
方
法　

事
業
の
内
容
に
つ
い

て
、
企
画
調
整
係
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
そ
の
後
、
申
請
書
な
ど
の

関
係
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

※
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

企
画
調
整
係

82

－

６
１
２
５

展
覧
会
名　

夢
と
自
然
の
探
求
者

た
ち　

19
世
紀
幻
想
版
画
、
シ
ュ

ル
レ
ア
リ
ス
ム
、
現
代
日
本
の
作

家
ま
で

期
間　

６
月
25
日
㈰
ま
で　

午
前

９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
入
館
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

教
室
や
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
ま
た
は
内
容
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

くく  

らら  

しし

募
集
し
ま
す

ま
ち
づ
く
り
協
働
事
業

太
陽
光
・
蓄
電
池
の
導
入
を

群
馬
県
が
支
援
し
ま
す

場
所　

群
馬
県
立
館
林
美
術
館

費
用　

一
般
６
２
０
円
、
大
高
生

３
１
０
円
、
中
学
生
以
下
、
障
害

者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
か
た
と

そ
の
介
護
者
一
人
は
無
料
、
県
内

在
住
の
65
歳
以
上
の
か
た
は
平
日

の
み
２
割
引

問
合
せ　

群
馬
県
立
館
林
美
術
館

72

－

８
１
８
８

執
行
日　

３
月
28
日
㈫

件
名　

【
繰
越
】
令
和
４
年
度　

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事

場
所　

大
字
海
老
瀬
地
内
ほ
か

予
定
価
格
・
設
計
金
額（
税
抜
）

５
４
０
万
円

最
低
制
限
価
格（
税
抜
）

３
７
８
万
円

落
札
金
額
（
税
抜
）

４
２
９
万
円

落
札
率

79
・
４
％

落
札
者
名　

㈱
ア
イ
ブ
レ
イ
ン

※
予
定
価
格
が
２
５
０
万
円
を
超

え
る
も
の
を
掲
載
。
全
て
の
入
札

結
果
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

財
政
係

82

－

６
１
２
６

●●●●●まちの動き●●●●●
人　口 １３，８０８人（－31）
　 うち外国人　５２３人（＋11）
　　男 ６，９４４人（－17）
　　女 ６，８６４人（－14）
世帯数 ５，８７５戸（＋12）

（　）内は前月比　令和５年４月１日現在

●●●事故と犯罪の発生状況●●●
３月１日～３月31日

　　　　　　　　　　　累計　　前年比

　人身事故 ０件　(３件）　－３
　物件事故 10件　(38件）　－12
　侵入窃盗 ０件　(４件）　－５
　乗物盗難 ０件　(４件）　＋３
　詐　　欺 ０件　(２件）　＋２
　住居侵入 ０件　(１件）　－１
　その他の事件 ９件　(17件）　＋３
　　　　　※( ）内は令和５年１月からの累計

○町ホームページ
https://www.town.itakura.gunma.jp/

入
札
結
果

補助対象事業の実施期間
令和４年４月１日以降に契約等を行い、令和６年１月31日までに事業完了するもの

補助対象者

太陽光発電設備

蓄電池
右記以外

ＰＰＡまたはリースで
蓄電池とセットで導入

中小企業者など
（ＦＩＴ制度対象外）

４．０万円/㎾ ５．０万円/㎾ ６．３万円/㎾h

（１者当たり上限1,000万円）

個人（ＦＩＴ制度対象） ５．０万円/世帯 １０．０万円/世帯

県
立
館
林
美
術
館
企
画
展

夢
と
自
然
の
探
求
者
た
ち

　

野
木
町
（
栃
木
県
）

　

野
木
町
煉
瓦
窯
フ
ェ
ス
タ
を

　

開
催
し
ま
す

日
時
　

５
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰

場
所
　

野
木
町
煉
瓦
窯

お
よ
び
野
木
ホ
フ
マ
ン

内
容
　

煉
瓦
窯
見
学
ツ

ア
ー
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ

ン
展
、
模
擬
店
な
ど

問
合
せ
　

野
木
町
煉
瓦

窯
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

０
２
８
０

－

33

－

６
６
６
７

　

栃
木
市
（
栃
木
県
）

　

栃
木
市
立
美
術
館
開
館
記
念
展

　

「
明
日
に
つ
な
ぐ
物
語
」

　

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
文
化
が
交
差
す
る

中
で
、栃
木
市
か
ら
す
ぐ
れ
た
美
術
作
家

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。本
展
で
は
栃
木
市

ゆ
か
り
の
９
組
の
作
家
を
紹
介
し
ま
す
。

期
間
　

６
月
18
日
㈰
ま
で（
毎
週
月
曜

日
休
館
）
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５

時
ま
で（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

会
場
　

栃
木
市
立
美
術
館

入
館
料
　

一
般
・
大
高
生
１
，０
０
０
円
、

中
学
生
以
下
無
料

問
合
せ
　

栃
木
市
立
美
術
館

０
２
８
２

－
25

－

５
３
０
０

　

小
山
市
（
栃
木
県
）

　

第
20
回
Ｏ
ｙ
ａ
ｍ
ａ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
３

　

さ
ま
ざ
ま
な
国
の
文
化
を
紹
介
す
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、
国
の
紹
介
ブ
ー
ス
、
文
化
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
相
談
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

日
時
　

５
月
27
日
㈯
　

午
後
１
時
～
４

時
30
分

場
所
　

小
山
市
文
化
セ
ン

タ
ー
、
中
央
公
民
館

料
金
　

無
料

問
合
せ
　

小
山
市
国
際
交
流
協
会

０
２
８
５

－

23

－

１
０
４
２

小
山
市
役
所
国
際
政
策
課

０
２
８
５

－

22

－

９
２
７
８

　

加
須
市
（
埼
玉
県
）

　

第
５
回
「
全
国
こ
い
の
ぼ
り
写
真
コ

　

ン
ク
ー
ル
」
作
品
募
集

　

～
こ
い
の
ぼ
り
で
全
国
を
つ
な
ぐ
～

　

こ
い
の
ぼ
り
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
写

真
を
募
集
す
る
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し

ま
す
。
詳
細
は
加
須
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

題
材
　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願

い
、家
族
の
絆
を
深
め
る
こ
い
の
ぼ
り
の

写
真
／
こ
い
の
ぼ
り
に
ち
な
ん
だ
観
光

イ
ベ
ン
ト
や
伝
統
工
芸
の
写
真
／
そ
の

他
こ
い
の
ぼ
り
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
写
真

応
募
期
間
　

６
月
１
日
㈭
～
30
日
㈮

応
募
規
定
　

①
一
人
に
つ
き
２
点
ま
で

②
２
年
以
内
に
撮
影
し
た
未
発
表
の
も
の

問
合
せ
　

加
須
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

０
４
８
０

－

62

－

１
１
１
１

　

古
河
市
（
茨
城
県
）

　

許こ

が我
篆て

ん
し
ょ書

展て
ん

　

篆て
ん
こ
く刻

美
術
館
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
刻こ
く
り狸

」
を
テ
ー
マ
に
篆
書
で
表

現
し
ま
す
。

展
示
期
間
　

６
月
18
日
㈰
ま
で

時
間
　

午
前
９
時
～
午

後
５
時
（
入
館
は
午
後

４
時
30
分
ま
で
）

場
所
　

篆
刻
美
術
館

休
館
日
　

月
曜
日
、
５
月
26
日
㈮

費
用
　

大
人
２
０
０
円
、小
中
高
生
50
円

問
合
せ
　

篆
刻
美
術
館

０
２
８
０

－

22

－

５
６
１
１

関東どまんなか
サミット情報
関東どまんなか
サミット情報
関東どまんなか
サミット情報
関東どまんなか
サミット情報

●●●●●今月の税金●●●●●
納税は口座振替が便利です

軽自動車税

固定資産税（１期）

問合せ　収税係

８２-６１２９
○ 納付書のかたはコンビニ、PayPay
　LINEPayでも納められます

令和５年度　板倉町農作業標準料金表（消費税
別）をお知らせします

作業名 内容 料金

耕起（トラクター）
１番うない 6,000円

２番うない 5,000円

代かき 代かき 7,000円

育苗（種苗）
ハウス育苗は割増

一切受託者持ち 880円/1枚

種子、苗箱は委託者もち 660円/1枚

田植え（機械植え）

苗はほ場渡し。補植なし 7,700円

プラス同時に施肥作業（資材費別） 9,300円

プラス同時に除草剤散布作業（資材費別） 8,800円

育苗から田植え 育苗から田植えまで一切 22,000円

コンバイン刈り取り
（倒伏、湿地は割増）

刈り取り、委託者宅まで運搬 18,700円

プラス結束作業 20,900円

コンバイン一括作業
（倒伏、湿地は割増）

刈り取り、乾燥調整、委託者まで運搬（８俵標準） 30,800円

プラス結束作業 33,000円

乾燥籾すり調整 １俵当たり 1,800円

畦畔作業 １ｍ当たり（機械による畦畔作業） 55円

農作業一般 １日当たり（８時間標準） 8,800円

遊休農地耕起 抜根などの作業は含まない 20,000円

※上記の標準額（10アール当たり）は４月１日から適用。料金は標準であり、
ほ場条件・燃料費を勘案し、相互で協議のうえ設定するものです。
問合せ　農業振興係　 ８２－６１３７
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板倉町木造住宅耐震診断申込み受付開始
　昭和56年５月31日以前に着工された住宅は、耐震性が不足している場合があります。まずは耐震診
断を行い、ご自宅の耐震性を確認しましょう。
　町では、木造住宅を対象とした耐震診断を実施しています。ぜひお申し込みください。

耐震診断に該当する建物
▶昭和56年５月31日以前に着工された住宅

▶平家建てまたは２階建てのもの

▶在来軸組工法で建てられた木造住宅

申込期限　９月29日㈮
診断費用　無料（ただし、診断者の交通費
　　　　　　　　として１，０００円負担）

問合せ　計画管理係　 ８２－６１５１

板倉町空き家等バンク事業
　期野党の有効活用と移住・定住の促進を目的として、空き家等バンク事業を行っています。空き家
等を「売りたい、貸したい」というかたや「買いたい、借りたい」というかたは、ご利用ください。

空き家等を所有している皆さまへ
下記の要件に該当する空き家等を所有するかたは、ぜひご登録ください。
▶板倉町固定資産課税台帳に記載されていること
▶老朽化や損傷が著しい建物でないこと
▶登記された建物および土地で、所有者が同一であること。ただし、同一でないときは、当該所有者
から承諾を得ていること
▶相続登記が完了している空き家等であること
▶所有者が板倉町暴力団排除条例に規定する暴力団員等でないこと

▶その他町長が空き家等バンクへの登録が適当でないと認めたものでないこと

空き家等の利用を考えている皆さまへ
空き家等バンクに登録された物件の利用を希望するかたは、ご登録ください。
▶板倉町暴力団排除条例に規定する暴力団員等でないこと

問合せ　計画管理係　８２－６１５１

板倉町空き家等バンクをご活用ください
　空き家等の有効活用および移住･定住の促進のため、空き家等バンク事業を行っています。空き家等
を所有していて「売りたい・貸したい」というかた、空き家等を「買いたい・借りたい」というかたは、
ぜひご利用ください。

地域の身近な相談相手

民生委員・児童委員、主任児童委員

　あなたのお住まいの地域にも、民生委員・児童委員がいます。赤ちゃんから高齢者まで、
生活上における心配ごとや悩みごとの相談に応じ、行政との調整や適切な関係機関へつな
ぐ役割を担っています。また、子どもや子育てに関することを専門的に担当する主任児童
委員も２人います。
　個人の人格を尊重し、秘密を守ることが法律で義務付けられており、相談内容の秘密は
堅く守られます。心配ごとや悩みごとをひとりで抱えこまず、安心してご相談ください。
※担当の民生委員がわからない場合は、お問い合わせください。

問合せ　社会福祉係　 ８２－６１３３

空き家等を所有している皆さまへ
登録できる要件は、次のいずれにも該当している必要があります
▶板倉町固定資産税課税台帳に記載されていること
▶老朽化、損傷などが著しい空き家等でないこと
▶ 登記済の建物および土地で、所有者が同一であること。ただし同一でないときは、当該所有者から
承諾を得ていること

▶抵当権、その他所有権以外の権利が設定されていないこと
▶相続登記が完了していること
▶所有者が板倉町暴力団排除条例に規定する暴力団員などでないこと
▶その他町長が空き家等バンクへの登録が適当でないと認めたもの以外であること

空き家等の利用を考えている皆さまへ
利用できるかた
▶板倉町暴力団排除条例に規定する暴力団員などでないこと

問合せ　計画管理係　 ８２－６１５１

りんどうカフェ

オレンジカフェ社協

ほっと一息、心身を元気に　オレンジカフェ

　オレンジカフェは、認知症があっても無く
ても、楽しくゆったり過ごせる場所です。お
しゃべりしたり、専門職に認知症に関する心
配事などの相談もできます。
　毎月下記の場所で開催しています。開催時
間中は出入り自由です。どなたでもご参加い
ただけます。
　それぞれの場所に特徴がありますので、ま
ずは気軽にのぞいてみてください。
（予約不要・参加費無料）

うたごえカフェ
日時　毎月第４月曜日
　　　午後１時30分～３時
場所　めぐグループホーム板倉
　　　（大字大高嶋1733－11）
特徴　季節のうたの歌唱と折り紙工作
問合せ　めぐグループホーム板倉
７０－４１８７

日時　毎月第３金曜日
　　　午前10時30分～11時45分
場所　福祉センター食堂
　　　（大字板倉3411－1417）
特徴　保健師による健康相談
問合せ　板倉町社会福祉協議会
８２－３９００

日時　毎月第３月曜日
　　　午後１時30分～３時
場所　グループホームりんどう喫茶室
　　　（大字細谷202）
特徴　リフレッシュ体操、ミニ講話
問合せ　ミモザ荘
７７－２５５０

オレンジカフェ（認知症カフェ）は、認知症サポーターの証であるオレンジリングを由来とする名称です。
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期
日　

５
月
20
日
㈯

時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

内
容　

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
た
ん
ぽ
ぽ
お
は
な
し
会
」が
、

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
の
読
み
聞
か

せ
を
行
い
、
手
軽
に
作
れ
る
簡
単

な
工
作
を
行
い
ま
す
。

場
所　

中
央
公
民
館
和
室

受
付
期
間　

５
月
９
日
㈫
〜
19
日
㈮

期
日　

５
月
20
日
㈯

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

内
容　

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト
」が
、

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
の
読
み
聞
か

せ
を
行
い
、
手
軽
に
作
れ
る
簡
単

な
工
作
を
行
い
ま
す
。

対
象　

幼
児
、
小
学
生
の
親
子
10
組

受
付
期
間　

５
月
９
日
㈫
〜
18
日
㈭

期
間　

５
月
〜
９
月

毎
月
第
３
金
曜
日
（
全
５
回
）

初
回　

５
月
19
日
㈮

時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
体

を
使
っ
て
音
遊
び
を
し
、
表
現
・

感
性
を
育
て
ま
す
。

対
象　

０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
親

子
５
組

受
付
期
間　

５
月
９
日
㈫
〜
17
日
㈬

期
日　

６
月
28
日
㈬
、
７
月
26
日

㈬
、
８
月
23
日
㈬
、
９
月
27
日
㈬
、

10
月
25
日
㈬
（
全
５
回)

時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
リ

ズ
ム
遊
び
、
季
節
の
工
作

対
象　

０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
親

子
７
組

受
付
期
間　

５
月
７
日
㈰
〜
21
日
㈰

期
間　

６
月
〜
令
和
６
年
３
月

毎
月
第
１
水
曜
日
（
全
９
回
）

※
１
月
は
除
く

初
回　

６
月
７
日
㈬

時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
親

子
遊
び
・
野
外
活
動
・
工
作
な
ど

を
行
い
ま
す
。

対
象　

０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
親

子
10
組

受
付
期
間　

５
月
７
日
㈰
〜
21
日
㈰

期
日　

５
月
20
日
㈯　

※
雨
天
中
止

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

※
自
然
館
に
９
時
15
分
集
合

内
容　

自
転
車
に
乗
り
、
渡
良
瀬

遊
水
地
や
周
辺
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

を
巡
り
ま
す
。

対
象　

成
人
10
人

参
加
費　

無
料

※
自
転
車
・
双
眼
鏡
は
、
無
料
貸

出
し
ま
す
。

受
付
期
間　

５
月
６
日
㈯
〜
19
日
㈮

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

期
間　

５
月
25
日
㈭
〜
28
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

内
容　

身
近
な
風
景
写
真
を
撮
影

し
た
作
品
を
多
数
展
示
し
ま
す
。

入
館
料　

無
料

期
間　

６
月
１
日
㈭
〜
11
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

内
容　

ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
で
作
成

し
た
バ
ッ
ク
、
小
物
作
品
を
多
数

展
示
し
ま
す
。

入
館
料　

無
料

公民館の主催事業における募集対象は「町内（在住・在勤）のかた」を優先とさせていただきます。
また、申込みは受付期間であっても、定員になり次第締切りとさせていただきます。

期
日　

６
月
15
日
㈭
・
22
日
㈭
・

29
日
㈭
・
７
月
６
日
㈭
（
全
４
回
）

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

内
容　

白
い
布
に
好
み
の
染
料
で

染
め
て
、
つ
ま
み
細
工
で
ブ
ロ
ー

チ
と
イ
ヤ
リ
ン
グ
を
作
り
ま
す
。

対
象　

成
人
８
人

材
料
費　

２
，０
０
０
円

持
参
品　

な
し

受
付
期
間　

５
月
９
日
㈫
〜
21
日
㈰

期
日　

５
月
30
日
㈫
・
６
月
27
日

㈫
（
全
２
回
）

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

内
容　

家
庭
で
作
れ
る
手
軽
な
お

菓
子
を
学
び
ま
す
。

１
回
目　

米
粉
を
使
っ
た
く
ま
さ

ん
ブ
ッ
セ

２
回
目　

フ
ル
ー
ツ
タ
ル
ト

対
象　

成
人
６
人

材
料
費　

各
回
１
，０
０
０
円

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き

ん
・
持
ち
帰
り
用
の
箱

受
付
期
間　

５
月
10
日
㈬
〜
23
日
㈫

期
日　

５
月
27
日
㈯
・
７
月
８
日

㈯
（
全
２
回
）

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

内
容　

春
夏
の
草
花
の
寄
せ
植
え

対
象　

成
人
10
人

参
加
費　

２
，０
０
０
円

持
参
品　

園
芸
用
手
袋
・
帽
子

受
付
期
間　

５
月
７
日
㈰
〜
21
日
㈰

期
日　

６
月
１
日
㈭
・
７
月
６
日

㈭
（
全
２
回
）　

時
間　

午
前
９
時
〜
11
時

内
容　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
地
域
の

文
化
財
を
訪
ね
て
か
ら
全
身
の
ス

ト
レ
ッ
チ
を
行
い
ま
す
。

対
象　

成
人
10
人

持
参
品　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
大

き
な
バ
ス
タ
オ
ル
、
汗
ふ
き
タ
オ

ル
、
飲
み
物
、
帽
子

受
付
期
間　

５
月
７
日
㈰
〜
21
日
㈰

期
日　

５
月
28
日
㈰
・
６
月
４
日

㈰
・
11
日
㈰
・
18
日
㈰
・
25
日
㈰

（
全
５
回
）

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

内
容　

綿
か
ら
糸
を
紡
ぎ
、
そ
の

糸
を
染
色
し
て
コ
ー
ス
タ
ー
を
織

り
ま
す
。

対
象　

成
人
10
人

材
料
費　

１
，０
０
０
円
程
度

（
諸
経
費
含
）

受
付
期
間　

５
月
９
日
㈫
〜
23
日
㈫

期
間　

５
月
７
日
㈰
〜
31
日
㈬

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

内
容　

葦あ
し

の
会
の
油
絵
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

場
所　

中
央
公
民
館
２
階
ロ
ビ
ー

受
講
生
募
集

東
部
公
民
館

お
菓
子
作
り
教
室

東
部
公
民
館

ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
教
室

イ
ベ
ン
ト
情
報

北
部
公
民
館

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
＆
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

中
央
公
民
館

葦
の
会
絵
画
作
品
展

北
部
公
民
館

四
季
の
園
芸
教
室

わ
た
ら
せ
自
然
館

渡
良
瀬
遊
水
地
ポ
タ
リ
ン
グ
教
室

わ
た
ら
せ
自
然
館

ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
作
品
展

お
し
ら
せ

東
部
公
民
館

た
ま
ぴ
よ
サ
ロ
ン

わ
た
ら
せ
自
然
館

名
も
な
い
写
真
展

東
部
公
民
館

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

中
央
公
民
館

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

南
部
公
民
館

子
ど
も
の
広
場

北
部
公
民
館

ち
び
っ
子
広
場

文
化
財
資
料
館

機
織
り
教
室
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相談は消費生活センターまで　 ８２－７８３０（ナヤミナシ）
問合せ　太田年金事務所  ４９－３７１６

●●●●●●●●●●●●●●休日当番医●●●●●●●●●●●●●●

布団の処分・点検を口実
にした強引な訪問販売に
注意！

【事例】

　「処分してもよい布団はないか」
と男性が訪問してきたので、押し
入れにある座布団を引き取っても
らうことにした。すると、業者が
勝手に押し入れを開け、座布団で
はなく羽毛布団などを出し「この
ままではダメになってしまう。リ
フォームしたほうがよい」と熱心
に勧めてきた。根負けして約13万
円の契約をしてしまった。年金暮
らしの身には高額過ぎて払えな
い。（80歳代 女性）

【ひとこと助言】

　「処分してもよい布団はないか」

などと訪問されても、安易に家に
入れないようにしましょう。家の
中にあげてしまうと、点検を強い
られたり、布団の購入やリフォー
ムの契約を勧められたりする恐れ
があります。
　布団の処分は、事業者ではなく
自治体のルールに従って処分しま
しょう。また、事業者の対応は、
なるべく１人でせず、一度帰って
もらうなどして、家族や周囲の人
などに同席してもらいましょう。
家族や周囲の人は、高齢者の家に
不審な訪問者が来ていないか、い
つもと違う様子がないかなどに気
を配りましょう。クーリング・オ
フや契約の取消しができる場合が
あります。しつこく勧誘され恐怖
を感じたときや困ったときは、最
寄りの警察や消費生活センターな
どにご相談ください。

国民年金第１号被保険者が出産を行っ
た際に、出産前後の一定期間の国民年
金保険料が免除される制度が平成31年
４月から始まりました。
 
○免除期間
　出産予定日または出産日が属する月
の前月から４か月間（以下「産前産後
期間」といいます）の国民年金保険料
が免除されます。なお、多胎妊娠の場
合は、出産予定日または出産日が属す
る月の３か月前から６か月間の国民年
金保険料が免除されます。
○対象となるかた
　国民年金第１号被保険者
○届出方法
　出産予定日の６か月前から提出可能
です。

出産前後の国民年金保険料免除
制度について　　　　　　　　

期 日 内 科 系 外 科 系 耳 鼻 科

５月３日
（祝）

ましも内科・胃腸科
６２－２０２５

明和赤ちゃんこどもクリニック※
８４－１１６６

明和セントラル病院
８４－１２３４

５月４日
（祝）

かさはら内科医院
５５－２５３７

小西医院
８６－２２６１

岡田整形外科クリニック
７２－３１６３ －

５月５日
（祝）

寺内医院
８８－１５１１

真中医院
７２－１６３０

川島脳神経外科医院
７５－５５１１

５月７日
（日）

後藤内科医院
７２－０１３４

たけい小児科・アレルギー科※
７６－２５２５

ふじの木整形・内科クリニック
９１－４０７０

川村耳鼻咽喉科医院
７２－１３３７

５月14日
（日）

福田ペインクリニック
８４－１２３３

阿部医院
６２－５４２８

館林市夜間急病診療所
７３－２３１３ －

５月21日
（日）

大泉町泌尿器科内科
６３－７８００

星野こどもクリニック※
７０－７２００

新橋病院
７５－３０１１

板倉耳鼻咽喉科クリニック
８０－４３３３

５月28日
（日）

横田胃腸科内科
７２－４９７０

横田医院
７２－０２５５

澤田皮膚外科
７０－７７０３ －

６月４日
（日）

三浦医院
６２－２９１７

明和赤ちゃんこどもクリニック※
８４－１１６６

明和セントラル病院
８４－１２３４

川田耳鼻咽喉科医院
７２－３３１４

６月11日
（日）

館林記念病院
７２－３１５５

多々良診療所
７２－３０６０

慶友整形外科病院
４９－９０００

歯 科 ◆緊急　公立館林厚生病院（内科系・外科系）　 ７２－３１４０
◆コロナに関すること　群馬県受診・相談センター　 ０５７０－０８２－８２０（24時間受付）
◆夜間　館林市夜間急病診療所（内科・小児科）午後７時～10時（日・祝、年末年始除く）
　 ７３－２３１３（要受診前電話連絡)

館林邑楽歯科保健医療センター
７３－８８１８
午前９時～正午

●診療時間は、午前９時～午後５時（ただし、耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時）　
●内科系の※は、小児科のみとなります。　●受診前に必ず医療機関に電話で確認してください。
●救急テレホンサービス　 ７３－５６９９：受診可能な病院を紹介しています。

大
好
き
な
動
物
た
ち
と
の
充
実
し
た
毎
日

多
く
の
か
た
に
動
物
と
の

ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い

レポーター
広報編集委員

横
よこ

塚
つか

　修
おさむ

特別な経歴
　２年前から群馬サファリパークでいろい
ろな動物たちとふれあう仕事をしている青
木さん。以前は、警察官をされていました。

白バイ隊員への道のり
　高校を卒業すると警察学校に進み、全寮
制の厳しい規律を遵守し、勉強とともに過
酷な訓練に耐え抜き、警察官となりました。
　警察官となった後も向上心は衰えること
なく、憧れであった白バイ隊員として活躍
されました。白バイ隊員は誰でもなれるわ
けではなく、やはり大変な訓練を乗り越え
た人だけがその職務に就くことができるそ
うです。　

一大決心
　白バイ隊員として、職務に邁進する日々
でしたが、幼少時から大好きだった動物と
関わる仕事への憧れが胸の内に膨らむのを
抑えられませんでした。
　しかし、同級生たちは大学を卒業して就

職するような年齢になっています。ここか
らの進路変更は大変な勇気が必要です。
　しかも動物園やサファリパークなどへ就
職するには、２年間専門学校で学び直す必
要があります。
　それでもやはり後悔したくないと、一大
決心をしました。

充実した毎日
　毎日大好きな動物たちとふれあうことが
でき、とても充実しているそうですが、や
はりつらいのは、動物たちの命がつきてし
まった時だそうです。もともと野生動物で
ある本能があるため、具合が悪いことを気
づかせてくれません。見極めるためには、
日頃からの細心の注意を払っていなくては
ならないということでした。
　「今後は早く鳥インフルやコロナなども
おさまり、多くのお客様にサファリパーク
の動物たちとのふれあいを楽しんでもらい
たいと思っています。板倉町のかたにもぜ
ひ遊びに来てもらいたいです」と爽やかに
話してくれました。

あおき　たける　28歳
大字大曲出身

　趣味はギターの弾き語り
やカメラで野鳥を撮ること。
　担当している大型のイン
コは、人間の３歳～５歳程
度の知能があるといわれ、
その頭の良さに驚いたそう
です。

青木　健さん
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トピックス
TOPICS

入町立小学校入学式町立小学校入学式

学おめでとう
　４月７日（金）、東小学校、西小

学校で入学式が行われました。

　西小学校では、校長先生が「元

気なあいさつ」「早寝早起き朝ご飯」

「ありがとうごめんなさい」が大

切ですと、新一年生にお話しされ

ました。

　また、一人ひとり名前が呼ばれ

ると、元気よく返事ができました。

西小学校

西小学校

西小学校

東小学校

東小学校

春さくらウオークさくらウオーク

の健康づくり

　４月２日（日）、さくらウオークが開催されました。

　旧南小学校をスタートして、板倉ゴルフ場を囲む谷田川

の堤防コースを楽しみました。さくらのピークは過ぎてい

ましたが、絶好のウオーキング日和のなか、約50人が参加

しました。

交交通安全教室交通安全教室

通安全を学ぶ
　４月19日（水）、西小学校で交通安全教室が行われました。

町の交通指導員の皆さんと、駐在さんから、安全な自転車

の乗り方や、正しい横断歩道の渡り方の指導がありました。

　児童たちは指導員から「どんな運転をする人がいるか分

からないので車には十分に気をつけてください」という話

を聞きました。

バインダーを差し上げます

古いタイプですが、広報いたくらをつづるのに

便利なバインダーを差し上げます。希望するか

たは情報広報係にお越しください。



スケジュール
○板倉町役場(町) ８２－１１１１
○保健センター(保) ８２－３７５７
○海洋センター(海) ８２－０８５８
○福祉センター(福) ８２－３９００
○児童館(児) ８２－２２７０
○環境下水道係 ８２－６１３２

広報いたくらは、自然保護のため
再生紙とベジタブルインキを使用し作成しています。
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◎窓口延長は、毎週水曜日午後７時15分まで　◎その他、各イベント・催し物については、町ホームページのイベントカレンダーをご覧ください

　　可燃ごみ収集日(生ごみを含む)　　　資源ごみ収集日(古紙類・小型家電・容器包装プラスチック・ペットボトル・プラスチック)

　　かん・びん・危険物収集日

定
　

例
　

相
　

談

●
行
政
相
談　

午
前
10
時
〜
正
午

●
法
律
相
談（
要
予
約
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

　

場
所　

役
場　

１
階
相
談
室
３

　

問
合
せ　

戸
籍
年
金
係

　

82
ー
６
１
３
１

●
農
地
相
談（
要
予
約
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　

問
合
せ　

農
業
委
員
会

　

82
ー
６
１
３
７

●
社
会
福
祉
協
議
会
相
談
情
報

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
何
で
も
相
談

　
（
毎
週
月
〜
金　

祝
日
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

　

82
ー
３
９
０
０

●
保
健
セ
ン
タ
ー
相
談
・
教
室
情
報

◆
子
ど
も
の
相
談（
要
予
約
）

　

ぱ
お
ぱ
お

　

５
月
18
日　

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

◆
健
康
相
談（
要
予
約
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

82
ー
３
７
５
７

●
館
林
保
健
福
祉
事
務
所
相
談
情
報

◆
ス
ト
レ
ス
・
こ
こ
ろ
の
相
談（
要
予
約
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　

問
合
せ　

館
林
保
健
福
祉
事
務
所

　

保
健
係　

72
ー
３
２
３
０

●
く
ら
し
の
相
談
窓
口

　
（
休
館
日
を
除
く
毎
日
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

中
央
公
民
館　

82
ー
２
４
３
５

　

東
部
公
民
館　

82
ー
１
２
４
１

　

南
部
公
民
館　

82
ー
１
４
２
４

　

北
部
公
民
館　

77
ー
１
８
５
５

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
1 　 2 　 3 憲法記念日 4 みどりの日 5 こどもの日 6 　

◆県民交通安全日（毎月１日）
◆防災ラジオ定期放送
◆町税・保険料納期限

7 8 　 9 　 10 窓口延長 11 12 　 13 　

◆水道料金口座振替日
　(1区、2区、10区の一部、
　11区～15区)
◆こあら学級(保健センター）
◆えいごであそぼう(児童館)

●行政相談(役場)
●法律相談(役場) ◆３歳児健診(保健センター)

◆０歳児童館(児童館)

●ストレス・こころの相談(館保)
◆春の全国交通安全運動

（～20日まで）
◆おはなし会(児童館)

14 15 　 16 　 17 窓口延長 18 　 19 　 20 　

◆自転車マナーアップデー
 （毎月15日）
◆えいごであそぼう(児童館)

◆県民防犯の日
（毎月16日）

◆ハピマタセミナー
(保健センター)

◆１・２歳児童館(児童館)

●ぱおぱお(保健センター)
◆おはなし会(児童館)

◆チャレンジ広場(児童館)

21 22 　 23 　 24 窓口延長 25 　 26 　 27 　

●農地相談(役場)
◆えいごであそぼう(児童館)

◆子育て講習会(児童館)
◆乳児健診(保健センター)
◆１歳児相談(保健センター)

◆高齢者交通安全日
（毎月25日）

◆おはなし会(児童館)

◆赤ちゃんレストラン
(保健センター)

◆おたのしみ広場(児童館)

28 29 　 30 　 31 窓口延長 6/1 　 2 　 3 　

◆えいごであそぼう(児童館) ◆住民健診(旧南小学校)

◆町税・保険料納期限
◆住民健診(旧南小学校)

●ストレス・こころの相談(館保)
◆県民交通安全日（毎月１日）
◆防災ラジオ定期放送
◆住民健診(旧南小学校)
◆おはなし会(児童館)

◆女性のがん検診
(保健センター）

4 5 　 6 　

　

◆第46回町民ソフトボール
　大会(大蔵公園)

◆水道料金口座振替日
　(３～９区、10区の一部)
◆こあら学級(保健センター）
◆えいごであそぼう(児童館)

◆女性のがん検診
(保健センター）

５

【定休日および休館日のお知らせ】※詳しくはお問い合わせください
○各公民館：月曜日および祝日
○海洋センター：月曜日および祝日
○わたらせ自然館：月・火曜日および祝日の翌日
○文化財資料館：月曜日
○児童館：日曜日および祝日
○福祉センター：土・日曜日および祝日
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